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悪させてしまい，褐色刑ll胞脈様の症状を引き起こ

したと思われる．

ili販薬のj肌合は，症を考脳せずに用いられるこ

ともあり，注意しなければならないと考えられ

た．
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第101回新潟内分泌代謝同好会

2右副腎腺腫摘出27年後，対側副腎に腺腫を

再発したクッシング症候群のl例

i『5瀬災希・械村ウ,'i行・佐藤隆Iﾘ1

lll本派彦･ fiflll 聡・今井御之＊

渋谷宏行*＊

新潟'li民揃院内分泌・代謝内科

l,il泌尿器科＊

l,il 病理診断科*＊

症例は59歳,女性.27年前にクッシング症候群

で右副腎嫡出術が施行された．以後， クッシング

症候群特ｲ1.の身体所兄は消失した. 3かI1前,満月

様顔貌，体亜jW加，四肢の浮ll!Iを主訴に来院した．

CTで左mll'i¥に2.5cm大のﾙnｶWがあり，ホルモン

スクリーニング検奄を行ったところ，コルチゾー

ル14.3/,g/(llとJiWilll'llﾉﾘであったが,ACTHが

2.Opg/ml以|fで抑制されていた．また1mgデキサ

メタゾン抑制試験でコルチゾールが抑制されなか

ったことから， クッシング症候群の再発が疑われ

た． さらにコルチゾールの日lﾉﾘ変動消失，尿中遊

離コルチゾール247‘,【屑/H, 1311-アドステロール

シンチにおいて，左l,ill'ffllf鳩部位に一致した集穣

を認めた．以上から左l,ill!腎腺1Kによるクッシング

症峡群と考えられた． II厘腔鏡下ﾉi副腎全摘術が施

行され，病理診断はmll!f披質腺脈であった．副腎

腺1Kによるクッシング症候群は，その殆どが片側

性の腺1Kによるもので，対側へのII}発は極めて稀

であり，ここに慨告する．

平成27年6月13H(t)

午後2時30分～6時

万代シルバーホテル 5階

「万代」

日時

会場

I.－般演題

l市販漢方製剤により褐色細胞腫様の症状を呈

したl例

｜'1村宏志

1'1村医|;兇内科

症例は71歳， !乃性．

【主訴】肋悸,発汗,体ilt減少．

【現病朧】平成8年10月頃から，助悸・発汗・

体重減少（3月|H1で5kg)を認め，当院を受診さ

れた．夜|Ⅱl頻尿があり，薬肋で勧められ市販の金

瞳腎気丸を服川していたとのことであった．

【現症】身長170cm,Mfin61kg.脈拍80/分,盤．

血圧132/78mmHg.結II塊に貧血・競疸を認めず．

胸腹部に災常なく，下肢派IIなし．

【初診時検査所兄】HbAlc5.0%, CRP<0.05,

'ISH1.5/4U/ml,FreeT33.31)g/m1, 1frl1アドレナ

リン5.8似g/day, Iｲ<!|1ノルアドレナリン43.2/1

9/dayと特に異常を認めなかった．

【経過】金世W気丸のllli川を'111tしてもらった

ところ，助悸と発汗は擁減し，体販も1月で2kg

増加した．体調も良くなったとのことである．

【考案】牛車W女(ﾒLや八味地哉丸は商齢者猟尿

やしびれに用いられるが， これらは唯症に用いら

れるものである．金lw汗曳(ALはこれらと|司系統の

薬剤で，市販されている．本症例は笑症と考えら

れ，本薬剤に含まれる加工附子などが，むしろ卿


